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 2020年、鳥短一郎さんの家族が倉吉に引っ越すことになりました。一郎さんは、倉吉出身。東京の商社でサラリーマンをしていましたが、2019年に一郎さんの父

が事故でリハビリが必要な状態になったことをきっかけに、一念発起してUターンを決めました。家族も賛成してくれ、倉吉に引っ越すことになりましたが…倉吉

に引っ越して約１年、倉吉の生活ではどんなことが起きるでしょうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケース１ 倉吉にＵターン！？とりたん一家の課題 

一郎 陽子 

巧 幸子 

71歳。梨農家。リハビリ

をしながら、農業を営む。 

相撲と歴史小説が好き。 

68歳。梨農園を手伝

っている。 

趣味は園芸と料理。 

46歳。中途採用で市役所に

就職。将来、自分のカフェを

開くことが夢。 

趣味は、映画鑑賞とテニス。 

11歳。小学 5年。 

おじいちゃんの話を聞くことや、サッ

カーなど身体を動かすことが好き。国

語の授業で宮沢賢治の課題が出た。 

14歳。中学 2年生。 

ライトノベルが好き。倉吉

の産業について調べる課題

が出た。 

45歳。専業主婦だった

が、働こうかと考えてい

る。趣味は読書とテニス。 

葵 翔太 大輝 美咲 

17歳。高校 3年生。 

受験勉強中だが、あまりうま

く進んでいない。数学と英語

が苦手で、社会が好き。 

19歳。短大 2年生。 

授業の課題で困っている。

就職活動を進めているとこ

ろ。 



 

 

 

 

 

どんな人？ 

一郎 

 

陽子 

 

美咲 

 

大輝 

 

葵 

 

翔太 

 

巧 ／ 幸子 

 

もし、とりたん一家が図書館に来たら…どんな質問が出るでしょうか？ 

１．とりたん一家の一員になりきって、質問を考えてみましょう。（家族それぞれの性格、趣味、状況など、具体的に設定しましょう） 

２．図書館司書になりきって、応対してみましょう。（館長を決め、郷土資料係、児童サービス係など役割分担をしましょう） 

３．１と２を通じて、レファレンスサービスについて考えましょう。 

 



 


